
多世代の方に広場を利用してもらうために100万円の予算できること

ベンチ（3９件）

＊屋根（雨・日除け）付きベンチ
・数は少なくても良い
→野ざらしのベンチは抵抗がある

＊テーブル付き
→子どもが遊ぶとき親同士ゆっくりできる
→宴会など長時間利用せず、通り抜けでも楽し
める工夫も

＊自然を基本にした木製ベンチ
・建設局が街路樹を切ったものを再利用
・六甲山にある丸太小屋風トイレ
＊アスレチックベンチ
＊防災かまどベンチ
＊円形テーブル付属のウッドデッキ状
・多世代でコミュニケーション取りやすい
・腐食し難いプラスチック再利用素材を使用

＊自動で掃除・温まって水滴が乾くベンチ

2023年1月19日～2月2日
オンラインプラットフォーム意見交換内容まとめ

1

形状等

＊入り口か真ん中の見晴らしの良いところ
→座っていても子どもの姿が見えて安心

＊桜がキレイなので座って鑑賞できるよう設置
・自然を楽しめるよういろいろな箇所に点在

＊簡易なものを多数設置
・様々なグループに対応できるよう、配置は不規則に
・数は遠慮なく長時間座れるように余るくらい

→設置しすぎると自然の景観の良さが発揮できない

設置場所・方法

＊若い世代も座って時間を過ごしたい場所に
＊雨上がりにベンチを拭く人を確保
→モップやシートを準備し、自分で拭けるように

＊ベンチ作りのイベント
＊テーブルベンチでこども食堂

つながり

（凡例）＊主意見、・主意見の補足、
→主意見に対する意見



多世代の方に広場を利用してもらうために100万円の予算できること

遊具・健康器具（41件）

＊子どもに人気のある遊具を設置
・ブランコは子供たちに人気
→設置だけで予算が無くなる

＊遊び方が決まっていない遊具を設置。
・ターザン、トランポリン、ふわふわドーム設置
→自分で考えて遊べるので、楽しい
→六甲アイランドのトランポリンが設置され
ている丘では色々な遊び方がされている

＊インクルーシブ遊具の設置
→１人でも、大勢でも気兼ねなく遊べる
→近隣公園では見ないので名物になる

＊おしゃれな遊具を設置してインスタ映え
＊ベンチ設置

2

遊具の設置

＊ドックランを設置
・飼い主間の交流の場になる

＊糞尿被害が生じないような衛生面の工夫
・砂場への動物対策の囲い
・散歩時に砂場に立ち入らないように注意書き

＊遊具エリアとペットエリアのすみ分け

ペットと遊ぶ

＊公園の木を活用
・ハンモックの設置
→予算を抑えられそう
→更新のペースが速い

・木にぶら下がるブランコ設置

＊植木や花を活用した迷路の設置

自然の活用

＊大人向け運動器具の設置で
健康増進

＊公園までウォーキングできる環境の整備

健康づくり

（凡例）＊主意見、・主意見の補足、
→主意見に対する意見

2023年1月19日～2月2日
オンラインプラットフォーム意見交換内容まとめ



多世代の方に広場を利用してもらうために100万円の予算できること

ボール遊び（10件）

＊フェンスを設置してスペースをつくる
→ボール遊びが禁止で子どもが遊びにくい
→幹線道路と川に囲まれて狭く、ボール遊びは
難しい

→看板でのルール啓発やネット設置でできる可能性
はある

→道端でサッカー少年がネットに入ったボールを蹴
る姿をよく見る。ポールに固定したボールで遊ん
でもらう

→スペースを小さくして、小さい子ども向けの
ボールプレイエリア

→ボール遊び禁止の公園が増えた
→ボール遊び禁止は子どもがしんどい

3

ボール使用可能なスペース

（凡例）＊主意見、・主意見の補足、
→主意見に対する意見

2023年1月19日～2月2日
オンラインプラットフォーム意見交換内容まとめ



多世代の方に広場を利用してもらうために100万円の予算できること

トイレ（２０件）

＊こども・お年寄り・障がい者でも使いやすく
・オムツ替え台やこども専用を設置
→子ども連れはトイレがないと行き辛い

＊近くの御影公会堂と連携
→南側は公会堂から遠いので石屋川駅で借りる
→公共施設でないと揉めそう
→清潔な管理が難しいので、有償でも施設利用
→地域貢献として無償提供がベスト

＊六甲山にある丸太小屋風トイレ
・建設局の街路樹を切ったものを再利用

＊コミュニティセンターのような施設を併設
＊日中だけトイレカーを設置
＊バイオマストイレ

4

設置方法

→既存のトイレは東灘区側からでは川を挟んで
おり使いにくい

→東灘区側にもう１か所設置

設置場所

＊看板やアプリなどで場所が分かるように
→子どもはギリギリに言うので困る
→ダイバーシティなトイレとして多言語案内
→トイレが不足との指摘が多い

利用しやすく

（凡例）＊主意見、・主意見の補足、
→主意見に対する意見

2023年1月19日～2月2日
オンラインプラットフォーム意見交換内容まとめ



多世代の方に広場を利用してもらうために100万円の予算できること

設備（35件）

＊小さい子が転んでも怪我が少ない
→幼児が遊ぶエリアに低めのフェンスを設置して、
中に人工芝を敷く

→芝生で無くゴムチップ舗装ではどうか
→コムチップ舗装だと簡易テントを設置しても
痛くないのでゆっくり過ごせる

5

芝生広場の設置

＊公園でスマホやパソコンの充電をしたい
→発電自転車を置いて運動しながら
充電できるようにしてはどうか

→電気の大切さを勉強できる
→無料のソーラー充電スタンドの設置
→せせらぎに水車を設置して水力発電

充電設備の設置

＊距離表示板の設置
・周回タイムが測れるような仕組みがあれば良い
→部活のトレーニングとしての利用や高齢者の
健康増進としての利用が増える

→足やひざに優しい地面の整備

ウォーキング・ジョギング

＊公園の全体地図の設置
・モニュメントや石碑の場所、
トイレの場所など

＊公園の歴史がわかるような解説版の設置
＊遊びに来る鳥の写真付きの案内看板の設置
＊ドッグランの設置
＊授乳室の設置
＊ Free-WiFiスポットの設置

その他の設備

（凡例）＊主意見、・主意見の補足、
→主意見に対する意見

2023年1月19日～2月2日
オンラインプラットフォーム意見交換内容まとめ



多世代の方に広場を利用してもらうために100万円の予算できること

防災・防犯（13件）

＊夜暗いので照明や防犯カメラがあれば安全
→夜間照明は大切
→不審者対策として防犯カメラは必須

＊木々のライトアップ
→３Dプロジェクションマッピング
→暗い夜道を照らす光るシートの設置
→六甲山にきらきら小路という蓄光石を
埋め込んだ場所がある

→幻想的で１キロ３万円程度。電気代もかからない

6

街灯・防犯カメラ

＊防災の日などに活用する訓練場所として整備
・防災かまどベンチなどを設置
・野外キャンプにも活用
→消防士や自衛隊に協力してもらいなが
ら避難訓練に活用

＊防災公園としての整備
→災害発生時の避難行動の解説付きの
防災訓練を開催

→炊き出しすることで防災意識が高まる
→遊具や建物を災害時にはテントとして利用

防災公園

（凡例）＊主意見、・主意見の補足、
→主意見に対する意見

2023年1月19日～2月2日
オンラインプラットフォーム意見交換内容まとめ



多世代の方に広場を利用してもらうために100万円の予算できること

自然（49件）

＊鯉の餌やりができれば楽しい
・1箱100円で販売する
→収入で鯉が住みやすくなったり、餌が豪華に
なると面白い

→モナカに入った餌の自販機の設置
→生き物を大切にする気持ちを育む

＊せせらぎで子供が遊べるように
・夏は水鉄砲やバケツの貸し出し
→安全に子供が遊べるような整備が必要
→水辺遊びができるPRを。
「未就学児向けのちゃぷちゃぷ川」の愛称

＊せせらぎでイベントを実施する
・夏にお舟作りのイベントを開催
・作った船でまた遊びに来てくれる
→笹舟を作っても面白い
→神戸の竹林問題の解消にもつながる

＊せせらぎ周辺の整備
・小さな生態系が生まれるように

7

せせらぎ

＊公園の一部で野菜を栽培
・畑の規模は20-30㎡程度
・収穫体験、収穫祭の催しを実施
→コミュニティファームができれば地域のつながり
ができる

→バケツ稲など小さな規模でスタート
→シェア畑の設置。また、小さな区画で貸農園を
してはどうか

→果樹園を設置し、自由に収穫してもらう

農園の設置

＊鳥かごの設置
・野鳥を呼び寄せる

＊遊歩道に沿って花壇を設置
＊ブロックごとに特徴のある木を植える
・四季をブロックごとに楽しめる公園作り
→ブロックごとに名前を付ける
「どんぐりの森」「桜の丘」など

その他自然を生かす

（凡例）＊主意見、・主意見の補足、
→主意見に対する意見

2023年1月19日～2月2日
オンラインプラットフォーム意見交換内容まとめ



多世代の方に広場を利用してもらうために100万円の予算できること

企業・近隣施設の協力（７件）

8

＊公園や遊具のネーミングライツ
→寄付をベースにした取り組みは継続が難しい
→ネーミングライツに応募する企業にメリット
を提供できるか議論が必要

→企業の社会・地域貢献で協力を求めることも
一つの案

→遊具やベンチ関連企業等をターゲットに
→公園利用者を主な対象とするこども用品や
ペット用品店のターゲットに

ネーミングライツ

学生・こどもの利用・参画（13件）

＊近隣の保育園・小学校等の子供の意見を反映
・子供達の絵を看板に活用
→デザインの発案から参加
→公園に名前が残れば一生の宝物になる

子供の意見の反映

＊こども食堂の設置
・地域で子供を見守る役割
・こどもの居場所づくり
→友達に利用が分からないような配慮・簡単に
持って帰って食べれる工夫も必要

地域での見守り

＊子供達が安心して花見できる環境の整備
＊お菓子を販売する自動販売機の設置
＊公園に落ちている自然のもので遊べる環境を
整備

その他

（凡例）＊主意見、・主意見の補足、
→主意見に対する意見

2023年1月19日～2月2日
オンラインプラットフォーム意見交換内容まとめ



多世代の方に広場を利用してもらうために100万円の予算できること

イベント（72件）

＊公園のスタンプラリーがあれば面白い
→子連れやお年寄りも散歩感覚で楽しめてよい
→引っ越してきたばかりの人も、公園を巡ることで
地域のお店を知るきっかけに

→桜の時期に『桜咲く！スタンプラリー』など名前
を付けてやると、公園の良いところを見てもらえ
そう

→巡った公園数に応じてレベルが上がるとゲーム感
覚で面白そう

9

スタンプラリー

＊竹を活用することができれば、神戸の竹林問
題の解消にもつながるのでは
→竹を使った工作イベントや、防災時の炊き出し体
験(竹でご飯をたく)はいいかも

→都会では本物の竹をみる機会がない
→夏は流しそうめんが楽しそう

竹

＊月に一回、みんなで公園清掃するイベント
・自分で手をかけて掃除すれば愛着がわく
→掃除をしたあと、楽しいイベントもできると子供
達の毎月の楽しみになりそう

→大人も本気の鬼ごっこ
→夏はバケツや水鉄砲を持ち寄って水かけパー
ティーなど

掃除とイベントをセットに
＊ベンチづくりをイベント化
・廃材利用でSDGsにつながる
・子どもにDIY体験をさせることができる
→公園の木利用でついでに動植物を学べる
→松ぼっくりやどんぐりで工作もできる

現地の素材を使った工作イベント

（凡例）＊主意見、・主意見の補足、
→主意見に対する意見

2023年1月19日～2月2日
オンラインプラットフォーム意見交換内容まとめ



多世代の方に広場を利用してもらうために100万円の予算できること

イベント（72件）

＊フリーマーケット開催
・集客力があり予算も少なくて良いのでは

＊フードトラック誘致
＊産地直送の野菜や果物が購入できると嬉しい

10

出店

＊小さな運動会やマラソンイベント
→未就学児の勇姿を写真に撮りたいと思う親は多い
→運動不足解消を目指す高齢者などにもニーズがあ
りそう

＊昔遊びの伝承
・高齢者施設等の協力も仰ぎ、交流する
→「紙芝居」の復活、読み聞かせ
→屋外であればコロナを気にせず参加できる

こども～高齢者の交流

＊公園限定の子供用自転車や三輪車の貸出
→こどもが公園内で練習できるのは良い
→月１回でも交通安全教室や、危険な箇所の説明が
あればよい

→警察が協力してくれればパトカーや白バイがくる
イベントがあるとこどもが集まりそう

自転車

＊手持ち花火をするイベントを開催
→いつ誰が花火をするか把握できないから危ないの
で、日を限定すれば危険ではない

→初めての人に向けて持ち物や危険性を消防の人が
話してくれるイベントがあればよい

花火

（凡例）＊主意見、・主意見の補足、
→主意見に対する意見

2023年1月19日～2月2日
オンラインプラットフォーム意見交換内容まとめ


